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「
北
か
ら
の
日
本
史
」
と
い
う
歴
史
の
見
方
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
東
北
・
北
海
道
地
方
と
い
う
北
の
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
自
立
性
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
地
域
か
ら
日
本
史
全
体
を
見
直
そ
う
と
す
る
研
究
視
角
で
あ
る
。
と
り
わ
け
中
世
史
の
分
野
で
は
、
近
年
の
「
日
本
」
列
島
の
周
辺
・
境
界
地
域
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
、
平
泉
と
奥州藤原氏．「日の本将軍」安藤氏と十三湊などを始めとして、
日
々
刻
々
と
生
ま
れ
る
最
新
の
発
掘
成
果
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
多
角
的
な
仮
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
成
果
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
形
で
地
元
の
自
治
体
や
地
域
住
民
に
公
表
さ
れ
（
藤
崎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
北
の
中
世
を
考
える〈’九九三年一一一月〉、歴博フォーラム・閃市浦シンポジウム
遺跡にさぐる北日本ｌ中世十三湊と安藤氏〈’九九一一一年十月〉、
上
ノ
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
北
か
ら
見
直
す
日
本
史
二
九
九
九
年
九
月
〉
な
ど
）
、
地
域
の
歴
史
遺
産
の
発
見
・
再
評
価
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
新
た
な
地
域
像
の
形
成
の
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
＊
本書は、’’○○○年九月一一十一一一日、青森県西津軽郡深浦町を会
村
井
章
介
・
斉
藤
利
男
・
小
口
雅
史
編
「北の環日本海世界
ｌ書きかえられる津軽安藤氏」長
谷
川
〈書評と紹介〉
書
評
と
紹
介
伸
場
に
開
催
さ
れ
た
〃
深
浦
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
“
「
環
日
本
海
世
界
の
中
の
津
軽
・
西
浜
・
安
藤
氏
」
（
主
催
、
深
浦
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
・
深
浦
町
・
深
浦
町
教
育
委
員
会
）
の
記
録
で
あ
る
。
深
浦
町
で
は
正
し
い
地
域
の
歴
史
の
理
解
を
通
じ
た
人
材
の
育
成
の
た
め
、
平
成
三
年
よ
り
九
年
間
に
わ
た
り
毎
年
「
深
浦
町
民
大
学
１
人
づ
く
り
連
続
歴
史
講
座
」
を
開
催
し
て
き
た
が
、
そ
の
総
括
を
か
ね
て
実
施
さ
れ
た
の
が
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
ず
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。
は
じ
め
に
斉
藤
利
男
ｌ
中
世
国
家
の
境
界
ｌ
外
浜
・
津
軽
を
中
心
に
ｌ
村
井
章
介
Ⅱ
北
の
環
日
本
海
世
界
と
安
藤
氏
１
古
代
日
本
海
世
界
北
部
の
交
流
小
嶋
芳
孝
２
中
世
港
湾
都
市
十
三
湊
遺
跡
の
発
掘
調
査
榊
原
滋
高
３
中
世
深
浦
と
葛
西
木
庭
袋
氏
森
山
嘉
蔵
４
日
の
本
将
軍
安
東
氏
と
環
日
本
海
世
界
遠
藤
巌
Ⅲ
北
の
環
日
本
海
世
界
を
め
ぐ
っ
て
討
論
「
環
日
本
海
世
界
北
部
の
社
会
と
交
流
」
（
文
責
）
小
口
雅
史
コ
メ
ン
ト
胡
馬
と
蝦
夷
の
馬
菊
池
俊
彦
安
藤
氏
の
乱
と
西
浜
折
曾
関
・
外
浜
内
末
部
の
城
郭
遺
跡斉
藤
利
男
「
北
か
ら
の
日
本
史
」
と
「
南
か
ら
の
日
本
史
」
と
柳
原
敏
昭
お
わ
り
に
高
橋
孝
男
・
小
口
雅
史
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第
１
部
は
村
井
章
介
氏
に
よ
る
記
念
講
演
で
あ
る
。
氏
は
近
年
の
境
界
世
界
に
関
す
る
研
究
史
を
整
理
し
な
が
ら
、
境
界
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
こ
ち
ら
と
向
こ
う
で
世
界
が
違
う
わ
け
で
は
な
い
、
境
界
世
界
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
人
々
と
そ
こ
で
営
ま
れ
る
交
易
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
見
る
と
、
境
界
は
柔
軟
に
伸
縮
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
日
本
中
世
の
境
界
の
特
徴
と
し
て
示
し
た
。
第
Ⅱ
部
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
心
と
な
っ
た
報
告
で
あ
る
。
小
嶋
芳
孝
氏
は
、
奥
尻
島
の
遺
跡
・
出
土
遺
物
の
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
地
域
が
古
代
よ
り
北
方
世
界
と
の
交
流
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
証
明
し
、
十
三
世
紀
の
金
の
滅
亡
後
、
大
陸
と
の
直
接
交
流
が
途
絶
え
、
サ
ハ
リ
ン
・
ア
ム
ー
ル
河
口
を
経
由
す
る
江
戸
期
の
「
山
丹
貿
易
」
の
ル
ー
ト
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
大
変
大
き
く
刺
激
的
な
問
題
提
起
で
あ
る
。
榊
原
滋
高
氏
は
こ
れ
ま
で
の
発
掘
デ
ー
タ
の
整
理
を
踏
ま
え
て
、
港
湾
都
市
十
三
湊
の
具
体
的
な
変
遷
過
程
を
示
し
た
。
地
元
の
研
究
者
で
あ
る
森
山
嘉
蔵
氏
は
、
安
藤
氏
一
色
の
地
域
史
の
見
直
し
の
た
め
、
戦
国
期
の
深
浦
地
方
に
勢
力
を
有
し
た
奥
州
総
奉
行
葛
西
氏
の
系
譜
を
引
く
「
葛
西
木
庭
袋
氏
」
の
存
在
を
紹
介
し
た
。
遠
藤
巌
氏
は
北
方
世
界
に
お
け
る
「
日
の
本
将
軍
」
安
藤
氏
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
自
説
を
繰
り
返
す
形
で
提
示
し
た
。
第
Ⅲ
部
は
、
以
上
五
人
の
報
告
者
と
フ
ロ
ア
参
加
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
討
論
は
、
①
深
浦
の
領
主
葛
西
木
庭
袋
氏
に
つ
い
て
、
②
境
界
の
伸
縮
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
③
北
部
日
本
海
地
方
と
大
陸
と
の
交
流
、
と
い
う
三
つ
の
論
点
に
整
理
さ
れ
、
活
発
な
討
論
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
熱
心
な
会
場
の
臨
場
感
と
、
白
熱
す
る
討
論
の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
法
政
史
学
第
五
十
八
号
た
新
し
い
見
解
を
含
め
て
、
本
書
を
直
に
読
ん
で
感
じ
取
っ
て
欲
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
は
こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参
加
者
に
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
構
成
上
の
特
徴
が
あ
る
。
菊
池
俊
彦
氏
は
小
嶋
報
告
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
こ
の
地
域
の
「馬」の問題に一一一一口及し、蝦夷の馬が優秀であるという認識がある
が
、
こ
れ
は
女
真
と
蝦
夷
の
交
易
の
中
で
、
奥
尻
島
で
大
陸
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
等
閑
視
で
き
な
い
と
す
る
見
解
を
示
し
た
。
榊
原
・
森
山
報
告
に
つ
い
て
は
斉
藤
利
男
氏
が
、
深
浦
町
所
在
の
鎌
倉
末
期
の
安
藤
氏
の
乱
関
係
遺
跡
で
あ
る
「
折
曾
関
城
跡
」
に
つ
い
て
の
調
査
分
析
を
コ
メ
ン
ト
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
に
つ
い
て
は
柳
原
敏
昭
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
鹿
児
島
県
万
之
瀬
川
下
流
域
に
展
開
す
る
中
世
遺
跡
群
の
発
見
と
発
掘
か
ら
、
文
献
史
学
と
考
古
学
の
協
業
に
よ
っ
て
多
大
な
成
果
を
上
げ
、
自
ら
も
関
わ
っ
た
鹿
児
島
県
金
峰
町
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
比
較
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
北
か
ら
の
日
本
史
」
に
対
す
る
「
南
か
ら
の
日
本
史
」
と
い
う
流
れ
が
、
今
や
日
本
列
島
の
地
域
空
間
と
国
家
の
捉
え
方
と
し
て
、
北
と
南
の
双
方
の
境
界
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
集
で
は
あ
る
が
、
寄
稿
や
構
成
な
ど
に
一
段
と
手
の
加
え
ら
れ
た
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
最
新
の
研
究
動
向
が
反
映
さ
れ
、
レ
ベ
ル
は
か
な
り
高
い
が
、
会
話
体
で
書
い
て
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
読
み
や
す
く
、
本
の
値
段
も
お
手
ご
ろ
な
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
中
世
日
本
の
境
界
論
、
あ
る
い
は
北
方
地
域
史
の
入
門
書
と
し
て
最
適
な
一
冊
で
あ
る
。
＊
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以
下
、
本
書
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
に
寄
せ
て
、
同
じ
く
日
本
海
側
で
研
究
を
続
け
る
者
と
し
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
日
本
の
北
の
境
界
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
本
書
で
扱
わ
れ
た
北
東
北
地
域
は
、
確
か
に
日
本
の
「
北
」
方
世
界
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
央
に
対
す
る
対
極
の
概
念
と
し
て
シ
ン
ポ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
近
代
以
降
の
地
域
観
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
近
代
、
少
な
く
と
も
中
世
以
前
に
お
け
る
日
本
の
北
の
境
界
は
「
佐
渡
」
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
北
東
北
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
「
東
」
の
境
界
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
境
界
と
し
て
の
東
北
日
本
の
地
域
性
の
問
題
は
、
わ
が
越
後
・
佐
渡
で
も
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
東
北
日
本
の
境
界
性
の
問
題
は
、
今
後
と
り
わ
け
日
本
海
側
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
動
向
と
の
リ
ン
ク
に
よ
り
、
日
本
海
を
媒
介
と
し
た
交
流
の
あ
り
方
も
視
野
に
い
れ
た
新
た
な
地
域
像
の
創
造
を
望
む
も
の
で
あ
る。第
二
に
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
と
ら
れ
た
「
環
日
本
海
」
と
い
う
呼
称
の
使
用
で
あ
る
。
編
者
は
「
本
州
北
部
・
北
海
道
か
ら
、
サ
ハ
リ
ン
・
大
陸
沿
岸
地
方
・
ア
ム
ー
ル
川
流
域
を
中
心
と
す
る
」
地
域
を
北
の
環
日
本
海
世
界
と
し
、
そ
の
中
に
朝
鮮
半
島
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
本
書
に
お
け
る
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
わ
か
る
が
、
現
在
、
特
に
「
日
本
海
」
の
呼
称
自
体
が
、
地
名
の
国
際
標
準
化
に
際
し
て
国
際
問
題
化
し
て
い
る
。
日
本
海
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
は
「
日
本
海
」
、
韓
国
で
は
「
東
海
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
歴
史
的
な
変
遷
や
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
新
し
い
呼
称
案
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
ん
で
い
る
（
芳
井
研
一
。
日
本海」という呼称』ブックレット新潟大学１〈新潟日報事業社、
二○○二年〉、古厩忠夫『裏日本』岩波新書剛、〈岩波書店、’九
書
評
と
紹
介
九
七
年
〉
）
。
「
環
日
本
海
」
と
い
う
呼
称
に
は
、
日
本
海
Ⅱ
東
海
を
囲
む
地
域
や
人
々
が
、
フ
ラ
ッ
ト
に
「
協
生
・
共
生
」
す
る
世
界
に
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
筆
者
と
し
て
は
、
現
状
で
は
こ
の
問
題
こ
そ
慎
重
に
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
大
陸
と
の
広
範
な
交
流
が
指
摘
さ
れ
た
本
書
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
や
、
近
年
の
青
森
県
史
編
さ
ん
に
よ
る
精
力
的
な
中
世
北
方
関
係
史
料
の
掘
り
起
こ
し
と
い
う
業
績
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
場
合
、
南
方
の
韓
国
を
含
む
「
環
日
本
海
」
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
北
東
ア
ジ
ア
」
世
界
の
中
の
津
軽
地
域
と
考
え
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
に
、
と
こ
ろ
で
こ
の
深
浦
を
中
心
と
す
る
中
世
の
地
域
像
は
、
ど
の
よ
う
に
書
き
換
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
十
三
湊
や
周
辺
中
世
遺
跡
の
豊
か
な
発
掘
成
果
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
詳
細
か
つ
厳
密
な
調
査
が
進
む
こ
と
と
裏
腹
に
、
（
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
が
）
十
三
湊
の
拠
点
性
や
地
域
の
性
格
と
い
う
も
の
か
、
暖
昧
に
な
っ
た
感
を
持
つ
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
意
味
で
言
え
ば
、
九
○
年
代
に
青
森
県
・
北
海
道
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
、
中
世
遺
跡
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
の
関
連
性
や
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
位
置
づ
け
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
の
歴
史
像
や
特
質
と
い
う
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
あ
る
。
以
上
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
本
筋
か
ら
離
れ
た
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
、
本
書
の
意
図
を
誤
解
し
て
い
る
点
が
あ
れ
ば
、
ご
海
容
願
い
た
い
。
従
来
「
北
か
ら
の
日
本
史
」
と
い
い
な
が
ら
、
容
易
に
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
中
央
か
ら
見
た
北
の
歴
史
」
と
い
う
周
縁
的
研
究
を
、
「
北
の
世
界
」
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全体に広げようという、本書で示された研究視点は、北東アジア
地域における日本の、それぞれの地域の歴史解明にとって有益な
方法論
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
ま
た
、
本
書
で
示
さ
れ
た
様々な
問題提起こそ、今までにない新鮮な研究成果の賜物であり、本書
の意義であるといえる。
最後にもう一点、本書及びシンポジウムで特筆すべきことは、
この市民大学の活動が地域の町おこしの役割を果たしていること
で
あ
る
。
過
去
十
年
の
ま
と
め
と
し
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
地
域
の
歴
史
解
明
も
、
歴
史
遺
産
を
地
域
の
人
々
と
と
も
に
活
用
し
て
い
け
る
の
も
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
が
本
当
の
正
念
場
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
年
の
青
森
県
内
に
お
け
る
地
域
の
歴
史
遺
産
を
大
切
に
保
存
し
、
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
大
変
注
目
さ
れ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
次
の
十
年
後
に
、
こ
の
成
果
か
ら
何
が
地
域
に
残
り
、
ど
う
花
開
い
て
い
く
の
か
、
期
待
を
持
っ
て
、
興
味
深
く
見
守
り
た
い
。
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